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教授会議事要録 
 
１．日	
 時	
 平成２３年１１月１０日（木）１５：００～１６：０５ 
２．場	
 所	
 大会議室 
３．出席者	
 福田所長ほか２６名 
４．欠席者	
 ６名 
 
５．議	
 事 
○	
 議事要録の確認 
平成２３年１０月１３日（木）開催の教授会議事要録（案）を承認した。 

 
○ 	
 審議事項 
（１）研究所長候補者の選考について 
	
 	
 	
 選挙管理委員会委員長から、所長選挙の結果について、次のとおり報告があった。 
	
 	
 	
 ①	
 第１次選挙は、１１月７日（月）に実施され投票の結果、３名の教授が第２次

選挙の候補者に選出された。 
	
 ②	
 第２次選挙は、本日実施され、開票の結果、第１回目投票で有効投票の過半数

を得た者がいなかったので、上位得票者２名の教授による決選投票を行った結果、

投票数の多い教授を研究所長候補者選考内規第８条第６項の規定により、当選者

に決定した。 
 

	
 	
 	
 	
 	
 これを受けて、当選者の教授が退席し、議長から、選挙管理委員会の報告に基

づき、研究所長候補者の選考について諮り、当選者の教授を次期所長候補者に決

定した。 
	
 	
 	
 	
 	
 この結果を踏まえ、議長と選挙管理委員会委員長が代表し、当選者の教授に次

期所長就任を要請することとし、教授会を一時休会した。 
	
 	
 教授会再開後、議長から、当選者の教授が次期所長就任を受諾した旨の報告が

あり、同教授から就任受諾に当たり挨拶があった。 
（２）任期付き助教及び講師の再任審査基準（案）について	
 

議長から、標記基準案について、運営会議及び専任教授会で検討した結果について

報告があった後、資料２のとおり制定することについて諮り、これを承認した。	
 

（３）加齢研内規の一部改正について	
 

議長から、資料３により、加齢研内規等の一部改正について諮り、これを承認した。 
（４）その他 

なし 
○	
 報告事項 
（１）各種委員会報告 

①	
 議長から、資料４‐１、４‐２により、部局長連絡会議・懇談会（１０月１４

日（金）開催）の議事内容について報告があった。 
②	
 議長から、運営会議（１１月７日（木）開催）の概要について報告があった。 
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③	
 研究推進委員会委員長から、委員会で平成２３年度の研究奨励賞候補者に３名

を選出したとの報告があった。 
④	
 環境・安全管理担当者から、つぎの報告があった。 
	
 	
 ・九州大学でヒ素の紛失があったので、加齢研での化学物質の管理徹底を図っ

たこと。 
	
 	
 ・１０月１日（土）から東北大学全構内が禁煙となること。 
	
 	
 ・１１月１６日（水）に防災訓練（消防訓練）を実施すること。 

（２）専任教授会報告 
議長から、専任教授会（１１月１０日（木）開催）の議題は、本日の教授会議題と

同じであるとの報告があった。 
（３）加齢研創立７０周年記念式典及び国際シンポジウムについて	
 

議長から、標記式典及び国際シンポジウム実施要項の最終版を資料５のとおり決定

したので、実施について協力願いたいとの要請があった。	
 

（４）国際シンポジウムポスターviewing用ポスター作成について 
	
 	
 	
 実行委員長から、標記ポスターviewing 用ポスターの作成、展示及び説明に協力願
いたいとの要請があった。 

（５）加齢研第２回市民公開講座の実施について 
	
 	
 	
 構成員の教授から、９月２３日（金）及び１０月１５日（土）に実施した、標記市

民公開講座の概要について報告があった。 
（６）第７回研究所ネットワーク国際シンポジウムについて 

実行委員長から、平成２４年６月１４日（木）、１５日（金）に実施する、標記シ

ンポジウムの準備状況について報告があった。 
	
 	
 	
 また、このシンポジウムは、共同利用・共同研究拠点シンポジウムを兼ねて実施す

るとの発言があった。 
（７）職員の兼業について 

議長から、資料７により、職員の兼業について報告があった。 
（８）その他 
	
 	
 	
 ①	
 議長から、３月１１日（金）に発生した東日本大震災に際し、本研究所が検視

業務等を支援したことに対し、宮城県警察本部長から１０月２７日（木）に、感

謝状が贈呈されたとの報告があった。 
	
 	
 	
 ②	
 議長から、１０月２６日（水）開催の平成２３年度部局評価ヒアリングで、総

長等に説明した、加齢研の業績についてスライドにより報告があった。 
	
 ③	
 議長から、次回教授会は議長が外国出張のため、１２月１９日（月）に延期し、

午後３時から大会議室で開催するとの報告があった。 
 

以	
 上 


